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問題番号 問い 
１次関数 ｙ＝２ｘ＋５ について、ｘの値が、３から７まで増加す

るときの、変化の割合を求めなさい。 

６ 正解 ２ 

誤 答 例 つまずきの原因 分析と解消 

１ 無解答 変化の割合の意味を理解していません。 【６－１】 

２ －２ 増加量の求め方を理解していません。 【６－２】 

３ ５ 変化の割合と切片が同じだと考えています。 【６－１】 

４    

５    

正解の解説 
         ｙの増加量 
変化の割合 ＝           ＝ ａ 
         ｘの増加量 
 
右の表から、ｘの増加量＝７－３＝４ 
      ｙの増加量＝１９－１１＝８ 
になります。 
よって、変化の割合は、８÷４＝２ になります。 
 

ｘ ・・・ ３ ・・・ ７ ・・・ 
ｙ ・・・ １１ ・・・ １９ ・・・ 

練習 

（１）１次関数 ｙ＝２ｘ＋１４ について、ｘの値が３から６に増加するときの

変化の割合を求めなさい。 
（２）１次関数 ｙ＝－２ｘ＋５ について、ｘの値が－２から３に増加するとき

の変化の割合を求めなさい。 
（３）１次関数 ｙ＝－２ｘ－５ について、ｘの値が－５から－２に増加すると

きの変化の割合を求めなさい。 

解答 
（１） ２ 
（２） －２ 
（３） －２ 
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誤答例１、３のつまずきの分析【６－１】 
変化の割合の意味や求め方を理解していません。変化の割合の意味や求め方を学習する必要が

あります。 

つまずきの解消 
 

１次関数の変化の割合 
１次関数ｙ＝ａｘ＋ｂでは、ｘの値がどこからどれだけ増加しても、その変化の割合は一定

であり、ａに等しい。 
                    ｙの増加量 

変化の割合 ＝           ＝ ａ 
                    ｘの増加量 
 
 変化の割合は、どこをとっても一定です。 
 
ｘ ・・・ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ・・・ 
ｙ ・・・ １ ３ ５ ７ ９ １１ １３ ・・・ 

 
ｘが－２から－１まで変化するときの変化の割合 
             ３ － １        ２ 
変化の割合 ＝           ＝       ＝  ２ 

             －１－（－２）      １ 
 
ｘが１から４まで変化するときの変化の割合 
             １３ － ７       ６ 
変化の割合 ＝           ＝       ＝  ２ 

              ４ － １       ３ 
 
ｘが３から７まで変化するときの変化の割合 
             １９ － １１      ８ 
変化の割合 ＝           ＝       ＝  ２ 

              ７ － ３       ４ 
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誤答例２のつまずきの分析【６－２】 
増加量の求め方を間違えているため、計算ミスをしています。増加量を求めるときに、どの値

からどの値へ増加したのかを正しく求める必要があります。 
                                ＋ ４ 

つまずきの解消 
ｘの増加量とｙの増加量を求めるときに、 
それぞれ、同じ値から、増加量を考えます。 
 
                                ＋ ８ 
ｘの増加量は、３から７へ４増加したと考えると、ｙの増加量もｘ＝３のときのｙの値 

（７－３＝４） 
の１１からｘ＝７のときのｙの値１９へ８増加したと考えます。 
              （１９－１１＝８） 
 
グラフの中にある変化の割合 
 
 
 
 
 
                        ＋２ 
 
                      ＋２ 
 
                   ＋１ 
 
 
 

ｘ ・・・ ３ ・・・ ７ ・・・ 
ｙ ・・・ １１ ・・・ １９ ・・・ 
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ｘが１増加した時のｙの増

加量は、２であり、これが

変化の割合です。 


